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0 エモーション・コンシャスな人、ヴェルテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼくの心ほど不安定で変り易いものはないと、きみも思うだろう。　　　　　　　　　　こんなことをきみにいうまでもないね。なにしろきみは、ぼくが悲　　　　　　　　　　しみに沈んでいるかと思うと羽目をはずしてわめき出したり、甘美　　　　　　　　　　な憂愁にひたっているかと思うと烈しい情熱をぶちまけたりするの　　　　　　　　　　にこれまでさんざん付き合わされてきたのだから。自分でも、ぼく　　　　　　　　　　は自分の心を病気の子供みたいにもてあまして、その子のしたいこ　　　　　　　　　　とはなんでもさせている。でも、これは人にいわないでくれ。こう　　　　　　　　　　いうことを悪く取る人が世間にはいるので。　　1771年 5月13日
　　　　　　
　　　　　規則にしたがって形成された人間は、趣味の悪い粗悪なものなどつ　　　　　　　　　　くり出しはしないだろうし、法律と暖衣飽食によって形成された人　　　　　　　　　　間は、がまんのならない隣人や手のつけられない悪人になることは　　　　　　　　　　ないだろう。ところが一方で規則というものは、だれがなんといお　　　　　　　　　　うと、自然の真実な感情や自然の真正な表現を壊してしまうことに　　　　　　　　　　なる。・・・・・彼の恋愛はおしまいだ。・・・・・彼の芸術はお　　　　　　　　　　しまいだ。　　　　　　　　　　　　　　　　1771年 5月26日
　　　　　　
　　　　　ああ、自分のことを嘆く能力を与えられているなんて、人間とはな　　　　　　　　　　んたる存在だろう。　　　　　　　　　　　  1771年 5月 4日
　　　　　　
　　　　　ぼくの心情、これはぼくにしかないものだ。  1772年 5月 9日
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　神品芳夫訳『ゲーテ全集６』潮出版社　　　　　　

1774年、Leipzig で出版された『若きヴェルターの悩み』、各国でベストセラーになったという書簡形式のこの小説は、理性を優越させる啓蒙主義の限界が表面化され、逆に（このこと自体も感情文化論として主題化されるべきだが）感情・センチメントへ回帰する思潮が隆盛する中で登場したのだが、たかが横恋慕に破れてピストル自殺した若者の自分の親友に宛てた手紙が、読者層としての市民階級に「熱狂的」に受容されたのには訳があるだろう。書簡小説という文学形式の歴史性、読書行為と内面性の構築(J.Habermas)、市民階級のセンチメンタリズム(P.Szondi)やメランコリー(W.Lepenies)、あるいは文学という商品市場の成立などの主題系を設定することができるかもしれない。だがここでは時代の雰囲気としての「エモーション・コンシャスネス」を確認するだけにとどめよう。それはE.Friedell[1987:239]が言う様に、「『感情』という言葉がはやり始め」「何を言い表わすにつけ、『感情』は欠かせなかったし、これさえあれば何でも正当なものとしてまかり通った」18世紀という時代、「真の人間性の刻印をおすものは何か？　つねに感情」だと返答される時代を特徴づける形容である。別言すれば、感情が社会的に主題化され、社会的な価値を付与されるという事態である。個人的な次元で語られる『ヴェルテル』の感情への内省、感情への意識、感情的であることへの希求はそのまま社会的な次元へと移行できるだろう。　
1 感情自然主義
　
『ヴェルテル』に表れた感情の主題化、価値付与の様態を限定して定式化しておこう。
　　　　　①自己の感情状態への内省的関心
　　　　　②感情は人工的な規則による社会的世界に対立し、自然で真実だとされる。
　　　　　③感情経験や感情表出を謳歌し、追求する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これらの要素からなる独特の感情観、感情主題化の様態を「感情自然主義」と呼ぼう。　　　　　　　
　　　　　　cf. 「感情の自然性神話」
　　　　　　岡原[1987]では、状況（刺激）と感情経験との媒介をもっぱら生理的・生物　　　　　　学的な機構に帰属させ、自然な過程とする感情理解を「自然性神話」と呼ん　　　　　　だが、「自然主義」の力点は自然とされる故に感情が高く価値評価され追求　　　　　　される現象におかれている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山崎正和[1986]は近代日本文学の四人、森鴎外、夏目漱石、志賀直哉、永井荷風を、明治期における中産知識階級の不機嫌という気分に照準して、作家本人とその投影たる登場人物の感情生活をめぐって、論じている。山崎の議論は四人の文学者を貫き、今日の日本人がもつ感情や自己のあり方、つまり公を喪失した個人への痛烈な批判へと連なる。現代社会論としての含みを度外視しても、その分析は日本が近代的な社会へと変容するなかでいかに人の感情生活に異変がもたらされたかを雄弁に語っている。

鴎外『半日』、漱石『道草』にあらわれる二組の夫婦は、教職・文筆というインテリ職業にある夫と、ブルジョア家庭で自由主義放任の教育を受けてきた妻との諍いに見舞われる。この葛藤をもたらす原理について、山崎は「論理的な言葉を持ちこむことによつて、夫たちは少しでも多く、家庭に「公」の原理を導入しようと企てて苦心してゐる。それにたいして、論理の侵入を排除しようとする妻たちの側は、そのことによつて、彼らの家庭を純粋に「私」的な世界として守らうと努めてゐるのである」[1986:85] と言う。
夫たちが生きる「伝統的な日本の家庭は、周囲の広い社会にたいして開かれた家庭」で「社会の一単位として」「外の社会にたいして一定の責任を引き受ける」、その意味で公的である。一方、妻たちが生きる家庭は「私的要素を純粋化」し「夫に心理的な真実の吐露」あるいは「言葉によっては捉へられないなまの感情を、絶えず表白すること」を求める。この乖離の中、その要求にいくらか正当さを信じる夫の側に「不機嫌という気分」が醸成されることになる。「不機嫌な人間は・・・、つねに紋切り型の感情を抱いては、　それを自分で嘘だと感じてゐる人間だと考へられる」[187] 。
公と私が分離し、公的な支え「底」を失った感情は十分に形式化されえず、「刻々の動揺」にさらされ自己との関連もあやふやになる。一体化され得ない感情を前に、「ひとは自分の自然な感情に帰るべき」という「感情の自然主義」に落ち込み、底なしの感情蟻地獄にとらわれてしまう。明治期の文学的主題となったこの知的インテリ青年の苦悶は、少なくとも先鋭的にあるいは代表的に次のことを表現している。端的にそれが、感情文化の西欧化・近代化の渦に巻き込まれながら、公的に成立するものとしての感情を保持しつつも、「私の」感情なるものを言説的に要求される人の足掻きだったということである。
荷風曰く、「矢張近代的と云ふあの熱病の結果でせう。吾々は何故こんなに自己を尊重するやうになつたのだらう。一言一行なぜこんなに自我の意識を必要とするやうになつたのであらう」『冷笑』。
『ヴェルテル』の「感情自然主義」のロジック
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　　　　　　自然的な感情を称揚することで、感情的に（恋愛関係の構築）生きることで　　　　　　逆に（相補的に）、人工的な規則の社会（とされる）アンシャンレジームへ　　　　　　の批判と自由への意志が表現される・・・STURM UND DRANG 文学の特徴。　

2 現代社会のエモーション・コンシャスネス
現代社会批評としての現代文明論に見るエモーション・コンシャスネス
　　　　　　DANIEL BELL －「快楽主義」、DANIEL YANKELOVICH－「自己実現への探究」　　　　　　CHRISTOPHER LASCH －「ナルシシズム」「アウェアネス・ムーブメント」
　　　　　　　　　　　　　　　　「感情からの逃避」
　　　　　　JOHN NAISBITT －「ハイ・タッチ（ハイ・テク）」
　　　　　　山崎正和－「柔らかい自我」　
　　　　　　大村英昭－「煽る文化（鎮める文化）」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自我概念の変容
　　　　　　REAL SELF(制度的自我→衝動的自我) [R.H.Turner 1976] [cf.Gordon 1989]　　　　　　  感情が自己定義やその根拠の準拠点となる。
　　　　　　　自分を「悲しい、怒ってる、興奮してる、愛する・・」と表現することが　　　　　　　より社会的に許容され、行為の正当化に利用される[Gerhards 1988].
感情の言説化
　　　　　　感情的なものの言説化の形態[Gerhards 1988] 
　　　　　　　 (1)自分の感情状態への反省的・継続的な関与。
　　　　　　　 (2)自分の感情を公的なメディアにのせる。助言者による誘導を引き受け　　　　　　　　　つつ自分の感情を熟考する。
　　　　　　　 (3)感情の原因・妥当性・正統性を問題化し、自分を心理学化する。
　　　　　　　　感情への両義性[Kleinman 1991] 
　　　　　　　　感情的であろうとし、かつ感じ過ぎないよう統御する現代人。
　　　　　　　　"To feel,or not to feel"  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セラピー実践・・自分の感情への関与を制度的に形式化するが、その際に　　　　　　　　　　　　　　　感情の言説化が必ず組み込まれる。
　　　　　　
感情知の普及
　　　　　　McCarthy[1989]は「感情知 emotion knowledgeの増殖により形成される人々　　　　　　　　の意識」としてエモーション・コンシャスネスを捉える。
　　　　　　感情知（感情に関する専門的な知識）と、それを運用する制度（セラピスト　　　　　　　　カウンセラー、精神科医、教師など）が社会全般に普及。
　　　　　　　　　　精神科医療から、心理相談、健康な人のためのセラピー、感情・身　　　　　　　　　　体・マインド改良や、心理テスト関連の書物・テレビ等まで多種多　　　　　　　　　　様なメディアを通じて感情知が普及している。
　　　　　　　　　　
感情は現代社会では知識、努力、活動あるいは感情それ自身の対象とすらなり、 "モノ" として社会空間に流通している。この、感情の物象化の最たる現象が、感情の商品化であるといえよう。次に、労働市場での感情商品化を問題にしよう。
エモーション・コンシャスネス（感情知）としての感情社会学
Theodore D.Kemper[1990] は、1975年を感情（情緒）社会学 Sociology of Emotionsのエポックとしている。この年、Arlie R.Hochschildが感情を主題にした論文を公刊、Randall Collins は情動を基礎概念にする"Conflict Sociology"を著し、Thomas J.Scheff はサンフランシスコでのアメリカ社会学会で最初の感情セッションをオーガナイズした。1978年にはKemper自身が、最初に公刊された感情社会学の書と呼べる"A Social Interactional Theoryof Emotions"を出版している。その後の展開は、人類学者や歴史学者を巻き込みつつ一種のブームとも呼べる活況を感情研究が呈しているといえよう。　研究者数の規模もアメリカ社会学会に限定すれば、専門部会の登録者として初めて1986年に94人を数え1990年には 304人が登録している。総数は少ないとはいえ、既存部会の家族社会学 431人、都市社会学 412人、理論社会学 615人、等と比較考慮すればその成長ぶりが伺えよう。この、感情社会学の70年代初頭の登場には、60年代の時代精神－合理性への懐疑、表現の重視、自己への注目－が反映されているとKemperは言う。彼自身はそれ以上の知見をつけ加えないが、感情社会学あるいは感情研究の潮流を現代社会の構成に結びつける論者は少なくない。たとえば Cas Wouters[1992]は感情研究の隆盛を感情や感情管理（操作）の重要性が増した前世紀からの長期的な傾向の最近の表現であるとし、特に感情抑圧を拒否する態度が頂点に達した時期、つまり60年代と時期を同じくして感情社会学が登場したと言う。感情社会学という営み自体をエモーション・コンシャスな現代社会の自己表現とするのにそれほど無理はないだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3 感情労働 EMOTIONSARBEIT 
現代社会における、感情の商品化は、近代社会の成立と共に緩慢ながらも達成されていった感情合理化（感情の抑圧・禁止ではなく、感情の計算可能性への形式化・コード化の意味）を基盤にして、感情それ自体を物的に取扱い、それに交換価値を付与する社会空間、つまり感情市場の成立を意味する。そこでは感情や感情管理（操作）の技法あるいは感情知が財（感情財）として流通し消費される。このシステムが一般化すれば、感情が文化資本の一種として作用する、すなわち感情資本の成立を想定することも可能であろう。実際、生活様式と一体化した感情生活のあり方はますます集団の分化や成層化に寄与していると思われるし、特定の感情管理技法を所有するか否かは社会的な位置づけに大きな作用を及ぼしつつある [岡原 1990]。
3-1 感情労働概念　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感情管理（操作）emotion management,emotion work,deep-acting 　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[Hochschild 1979,1983]　　　　　職業労働に限定（市場媒介的）　（管理対象－主体自身あるいは他者の感情）　　　　　　　　　　　　　　　＊Hochschildはもちろん日常的な一般概念として感情管　　　　　　　　　　　　　　　　理を提示しただけでなく、それが雇用者・企業により　　　　　　　　　　　　　　　　労働者に強制される事態を疎外論的な図式の中で問題　　　　　　　　　　　　　　　　化した [それへの批判、Wouters 1989, 金田 1990]。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感情労働＝「労働内容（職業役割）の不可欠な構成要素として適切／不適切　　　　　　　　　　　　な感情経験・表出が規定されている職業」
　　　　　　　　＝「労働生産物それ自体が感情管理によって成立する」
　　　　　　　　　対人的(face-to-face)なサービス業務（接客、医療、看護、教育・）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    [cf. J.Gerhards 1988a]  　　　　　　　　　　　　cf. 感情労働研究
　　　　　　　　　　　A.Strauss et al.[1980] "Gef hlsarbeit/sentimental work" 
　　　　　　　　　　　　＝「労働の対象となる人からの反応を特に考慮して行われ、主　　　　　　　　　　　　たる業務の実施の中で行われる。またこの労働の一部は労働者　　　　　　　　　　　　自身や他の労働者に向けてもなされ得る」[629] 
　　　　　　　　　　　Wolfgang Dunkel[1988] "Gef hlsarbeit" 
　　　　　　　　　　　　 (1)対象としての感情－顧客の感情の操作／協同
　　　　　　　　　　　　 (2)手段としての感情－顧客の感情状態への共感　
　　　　　　　　　　　　 (3)条件としての感情－自分の感情の管理　
　　　　　　　　　　　Nicky James[1989] "emotional labour"  
　　　　　　　　　　　　「他者の感情を扱い、感情制御を核心的要素とする労働」[15]　　　　　　　　　　　　  
3-2 感情労働者の増加傾向
　J rgen Gerhards[1988a]によるドイツでの感情労働者の推移に関する研究。　　　　　
　　　　　　第三次産業への移行            感情労働の増加を結論するには不足。
　　　　　　1 第二次産業内部での第三次的要素の増加（流通・広告・管理）している。　　　　　　　　　　　　消費者に直接関わるサーヴィス業務を区別すべきである。
　　　　　　2 消費者に直接関わるサーヴィス業務すべてが感情労働を必要とするとは　　　　　　　　　　　　　限らない。（職人・整備・修理業）　　　　　　　　　　　　　　　　(1) 「人にかかわる職業」への従事者の割合は他の範疇に比較して大きく増加。　　　　　　　↓　（人に関わればそれだけ感情労働が必要とされる、と前提すれば）　　　　　
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　　　　(2) 労働内容の変化－感情労働やその技法の洗練化を要求する方向に変化。
　　　　　　　　　（医師、教師、介護・福祉労働に関するイメージの世代的相違）
　　　　　「感情労働と結びついた職種に従事する人の量的な増加に、この質的な増加を　　　　　　加えたなら、職業構造の変化に関するテーゼは確証される」[49]。  　　　
感情労働者の増加、あるいは一般労働での感情管理部分の増大が認められれば、それは現代社会に生きるわれわれの感情文化（本報告では特に感情自然主義）に少なからず影響しているはずである。
4 新感情自然主義、あるいはヴェルテルたちの悩み
われわれが生きる感情文化の中で、あの「感情自然主義」はどのような変容を受けたと言えるだろうか。それを最後に考えよう。
たとえば、Wouters[1992] は現代社会の「人々は互いに感情や感情管理について意識し、知識を持つように圧力をかけている。これらの知識は感情それ自体からの距離感を作り上げ、『自然で、リラックスした、自発的で、正統で、インフォーマル』と経験される行動へと駆り立てる。また自我や意識を完全に取り去るほど強い感情経験へのノスタルジーを生むことになる」[238] と述べている。ここに示された構図を図式化すれば、『感情・感情管理の自覚化』→『感情との距離化』→『より "自然で本当の" 経験への希求』となり、この図式は、先に挙げた現代文明論の論者にも多く共通する見解である。　　　　　　　　　＊「自然で本当の」感情というものを原理的に実体的に認めることは感情社会　　　　　　学の基本的な視座からいって困難である。だが感情文化論の枠組み、もしく　　　　　　は感情に関するfolk-theory としては実証可能であり[Gordon 1989, Morgan　　　　　　/Averill 1992]、むしろ「自然で本当」という認識の成立機序を社会的に考　　　　　　察すべき課題として提出するものである。ちなみに、Morgan/Averill[1992]　　　　　　によれば、「本当の感情 true feelings」の特徴として人々が挙げるのは、　　　　　　①深さ（文化的社会的なものを免れている）、②強さ（従来の思考や行動の　　　　　　パターンを解体する）、③情熱（制御できない根本的な自然である）、であ　　　　　　る。
　　　　　　　
感情労働の社会的一般化がまさに現代社会に顕著に現れ、『自然で本来的な』感情への希求（価値付与）を加速することは間違いない。なぜなら、先の図式で言えば、感情労働が「感情との距離化」を質量ともに増大させ、「自然で本来的な感情」の稀少性を高めるからである。感情労働者は市場の利潤原理に促された感情管理をサービスの生産場面で要請されるため、自己と隔てられ一体化されない（外部の論理に誘導される為そのような意識を持たざるをえない）感情を、対人的な相互作用の中で頻繁に経験しなければならない。それに呼応して、自己と一体化した「自然で本当な」感情の価値が高まることになる。
　
だがここで注意すべきは、「自然で本来的な」感情とは実体ではなく、むしろ自己が介入しないこと（介入していないという意識、＝自己を媒介とした社会性の侵入と、自己自身の制御をともに排していること）によって[Morgan/Averill]、逆説的に自分自身のものと経験される感情だということである。つまり社会性や自己制御性を否定することで初めて規定されるような、それ自身ではポジティヴには規定されない感情なのである。だから感情への内省的関心が強くそれを分析的に対象化し、また社会性や自己制御性が否定されたことへの信頼が根拠づけられない場合には、「自然で本来的と」経験された感情が容易に「非自然で非本来的」とされ、さらなる「自然」が追い求められることになる。
さらに感情や感情管理の自覚が、行為者の自発性に基づくのではなく、企業組織の論理によって促され、その目的で感情管理技法の訓練教育まで施されるという状況（企業は利潤目的でサービス労働者の顧客に対する感情状態を標準化しようとして、感情労働への適正をみる採用基準を設定するほかに、社内研修を実施する[Gerhards 1988a,Dunkel 1988]）においては、行為者はますます「隔てられた一体化しえない感情」を「社会的に操作された」「自己には包摂されない」感情として意識するようになるだろう。
もはやヴェルテルの感情自然主義のような単純な感情礼賛ではなく、感情自体が二つの範疇に引き裂かれ、「社会的人工的」（と経験される）感情と、「自然的本来的」（と経験される）感情に分裂する。このような感情文化、感情を主題化する様態を、先の「感情自然主義」と区別する為に「新感情自然主義」と呼ぼう。
　　　　　
新感情自然主義の構成要素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①自己の感情状態への内省的関心
　　　　　②感情を「社会的人工的」と「自然的本来的」に二分する　　　　　　　　　　　　　　③「社会的人工的」感情からの自己疎外感と、「自然的本来的」感情の謳歌と　　　　　　追求。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④「自然的本来的」感情のネガティブな構成とユートピア化　
最後に「新感情自然主義」とかかわる現象を二つほど述べておこう。
一体化しえない嘘のような感情を経験しつつ、継続的に感情管理を反復すれば、「燃えつき症候群」[Hochschild 1983],「精神病」[Thoits 1985],「相互作用ストレス」[Badura 1990].などの否定的な病理現象に見舞われることが言われている。そうでなくても「感情からの逃避」[Lasch] や「感情嫌悪」 [山崎] という事態が醸成される。
　　　　　　「純粋に自分自身のために怒つたり泣いたりすることはできない。・・社会　　　　　　慣習は彼に一定の感情を持つことを強制するのであって、彼はかうしたいは　　　　　　ば脅迫的な状況に疲労を覚えるのだと考へられる。すなわち、場面に応じて　　　　　　、見かけのうへでは人並みに泣いたり笑つたりしながら、彼はそのたびごと　　　　　　に微弱な感情の力を人工的に増幅しなければならない。・・あの根深い感情　　　　　　嫌悪は、じつはこの人工的な努力への嫌悪であったと見ることができるので　　　　　　ある。・・この内発性の乏しさを何にもまして痛感させるのが、ほかならぬ　　　　　　「愛」の感情であつたといふことは疑ひない」 [山崎 1986:210]。
　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一方、底なしの『自然な感情の追求』を社会的に形式化して、「底」を与える文化的装置の存在を指摘することができよう。「怖いもの見たさ」の娯楽レジャー、自然探索型－冒険型のレジャー、麻薬、ポルノ、ロック等のサブカルチャー、新宗教、神秘主義、自己開発セミナー、あるいはカウンセリングをはじめとした精神科医療などがそれである。だがそれらが実際に「底」を作り上げているのだろうか。先に述べたように、いくつかは感情知としてむしろ感情の言説化を煽動し、単に「本来的感情」なるものを虚構的に増殖させ、「本来的感情」経験の根拠を動揺させ、「本来的感情」中毒に人々を仕向けているかもしれない。もしそうではなくて「新感情自然主義」に歯止めがかかっているなら、その機制を解明することが次の課題となろう。
ヴェルテルたちの「新感情自然主義」のロジック
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